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移動通信トラヒックの現状
• スマートフォンの普及や動画利用の拡大などにより、移動通信トラヒックは増加傾向。固定通信は移動通
信よりも更に高い伸びを示しており、将来的には移動通信も更なる増加傾向となることが想定される。

• お客様が快適に携帯電話をご利用いただけるよう、これまで指定済周波数を利用し合計約20万局以上の
基地局を設置してきたが、効果的なトラヒック対策のためには、更なる周波数の割当が必要である。

• 特に2.3GHz帯については、多くの携帯電話で利用できる帯域であり、トラヒック対策としての活用が大
きく期待できると考えている。

出典：我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計・試算

固定通信は
1年で
約1.6倍
増加

移動通信は
1年で
約1.3倍
増加

合計20万局以上
の基地局を設置

出典：令和元年度携帯電話及び全国BWAに係る電波の利用状況調査の評価結果
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期待される利用シーン

移動通信トラヒックの傾向

24時

イベント対策

0時 12時

• 2.3GHz帯は既存免許人との共用が必要となる。既存免許人（FPU）はスポーツ中継などの昼間での利用
が多い状況が想定される。

• 既存免許人の利用用途を踏まえ、都市部郊外などベッドダウンでの夜間利用や、FPUと利用が重複しない
野外フェスやコミケなどのイベント対策での活用が期待できる。
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夜間トラヒック
対策を期待

「コミックマーケット88」での様子

イベント対策での様子

野外フェスやコミケでの対策を期待




